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一
　
は
じ
め
に
　「
市
民
教
育
の
政
治
学
」
は
、
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
古
く
は
、
プ
ラ
ト
ン
が
、
現
実
国
家
に
お
け
る
市
民
の
合
意
・
参
与
は
看
過
し
え
な
い
政
治
的
現
実
の
構
成
契
機
で
あ
る
と
い
う
基
本
認
識
よ
り
、
理
想
国
家
に
お
け
る
統
治
支
配
の
継
続
的
発
展
の
た
め
に
、
市
民
教
育
の
人
民
へ
の
浸
透
を
国
家
の
中
心
的
課
題
と
み
な
し
た
。
ま
た
比
較
的
新
し
く
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
ド
イ
ツ
の
公
法
・
政
治
学
者
で
構
造
学
的
国
家
学
を
提
唱
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
（H
erm
ann
H
eller,
189
 
   
     
     
   1  -  1933
    
年
）
も
、「
す
べ
て
の
組
織
と
同
じ
よ
う
に
、
国
家
的
組
織
も
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
［
組
織
化
の
為
］
準
備
、
と
り
わ
け
、
学
校
と
世
論
形
成
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
を
基
礎
づ
け
る
意
志
お
よ
び
価
値
の
共
同
体
を
間
接
的
に
維
持
し
広
め
か
つ
新
た
に
創
り
出
す
こ
と
に
絶
え
ず
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い  
 
」
と
し
て
、
新
し
い
世
代
が
市
民
教
育
を
通
し
て
「
集
団
の
前
も
っ
て
形
成
さ
れ
た
意
味
連
関
と
心
的
態
度
を
受
け
継
い
で
成
長
す
る
こ
と  
 
」
が
国
家
の
存
続
を
可
能
に
す
る
、
と
の
共
和
主
義
的
認
識
を
示
し
た
。
（
１
）
（
２
）
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 1）1〔２０１１．５〕
論
説
　
市
民
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
比
較
政
治
学
的
に
そ
の
内
容
を
極
め
て
概
括
的
に
約
言
す
れ
ば
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
（A
lexis
de
 
 
  
    
Tocqueville,
180
         
 
   5  -  59   
年
）
が
二
次
的
・
中
間
的
諸
権
力
の
非
能
性
を
批
判
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
の
政
治
文
化
が
、
中
央
／
地
方
の
対
立
に
共
和
制
擁
護
／
反
対
、
反
教
権
主
義
／
教
権
主
義
の
対
立
が
重
な
る
形
で
左
右
の
政
治
的
傾
向
（tendance
politique
 
              
）
に
分
化
し
て
行
き
、
そ
こ
に
鬱
屈
す
る
党
派
的
非
市
民
性
（incivism
e
 
  
 
 
 
）
の
克
服
が
市
民
教
育
の
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
等
い
わ
ゆ
る
多
極
共
存
型
社
会
で
は
、
列
柱
（zuil
   
）
や
霊
の
家
族
（fam
ille
spirituelle
 
 
  
    
     
）
を
超
え
る
多
文
化
主
義
・「
寛
容
」
教
育
が
市
民
教
育
と
し
て
要
請
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
社
会
階
級
と
教
育
機
会
が
直
結
し
て
き
た
英
国
で
は
、
学
校
は
市
民
教
育
の
機
関
と
し
て
よ
り
も
、
職
業
選
択
の
予
備
的
社
会
化
と
い
っ
た
側
面
を
強
め
、
階
級
再
生
産
論
と
の
関
連
で
多
く
議
論
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
ナ
チ
ズ
ム
へ
の
反
省
に
立
つ
旧
西
ド
イ
ツ
は
、
民
主
的
「
価
値
」
の
実
践
能
力
の
形
成
を
目
指
す
政
治
教
育
（Politische
         
E
rziehung
 
   
    
）
が
重
視
さ
れ
、
類
似
の
苦
い
経
験
を
し
た
戦
後
日
本
は
、
そ
れ
で
も
な
お
、
国
民
（
高
度
労
働
力
も
含
め
て
）
の
育
成
を
、
内
的
な
社
会
統
制
を
主
軸
に
実
現
せ
ん
と
す
る
公
民
的
教
育
を
抜
け
き
れ
ず
、
そ
れ
に
革
新
が
対
抗
す
る
構
図
が
長
く
続
い
た  
 
。
　
本
稿
は
、
こ
う
し
た
比
較
政
治
学
的
視
座
を
保
ち
つ
つ
、「
市
民
教
育
の
政
治
学
」
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
中
心
に
歴
史
的
に
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
現
代
へ
の
示
唆
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
「
市
民
教
育
」
の
展
開
（
１
）「
結
社
加
入
者
の
国
」
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
市
民
教
育
の
相
貌
　
ベ
ラ
ー
（Robert
N
.
B
ellah
      
 
 
 
    
）
ら
は
、
そ
の
著
書
『
善
い
社
会  
 
』
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
教
育
制
度
は
驚
く
べ
き
急
進
を
み
せ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
時
代
、
教
育
は
社
会
統
制
の
道
具
と
し
て
は
重
視
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
個
人
の
市
民
的
発
達
の
拡
張
と
社
会
的
移
動
の
拡
大
の
揺
籃
器
と
見
ら
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。
自
発
的
結
社
が
草
の
根
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
自
（
３
）
（
４
）
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 2）2〔２０１１．５〕
己
統
治
さ
れ
て
い
た
「
結
社
加
入
者
の
国
（nation
of
joiners
        
 
 
   
）」
の
時
代
に
お
け
る
「
市
民
教
育
の
政
治
学
」
を
め
ぐ
る
思
惟
と
運
動
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
　
一
九
世
紀
の
最
も
卓
越
し
た
教
育
改
革
者
と
し
て
著
名
な
ホ
レ
ー
ス
・
マ
ン
（H
orace
M
ann,
179
 
       
    
   6  -  1859
    
年
）
は
、
一
八
三
七
年
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
教
育
委
員
会
（
全
米
初
）
の
教
育
長
（secretary
of
the
M
assachusetts
B
oard
      
     
 
   
             
    
of
E
ducation
   
 
       
）
に
就
任
し
、
以
後
一
二
年
間
に
わ
た
り
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
マ
ン
は
、
当
時
パ
ロ
ー
キ
ャ
ル
で
、
宗
派
的
な
性
格
が
強
か
っ
た
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
学
校
シ
ス
テ
ム
を
批
判
し
、
移
民
と
工
場
労
働
の
時
代
に
あ
っ
て
自
制
的
・
有
徳
の
市
民
と
自
発
的
結
社
の
合
意
の
上
に
展
開
さ
れ
る
繁
栄
と
文
明
を
享
受
し
う
る
民
主
的
な
社
会
の
発
達
に
は
、
統
一
さ
れ
た
国
民
意
識
、
共
通
言
語
、
地
元
を
超
え
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
て
る
、
市
民
の
払
う
税
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
社
会
的
に
包
摂
的
で
非
宗
教
的
な
公
立
学
校
が
必
要
で
あ
る
、
と
特
に
初
等
教
育
の
改
革
に
尽
力
し
た
。
自
ら
の
人
道
主
義
を
民
衆
教
育
の
な
か
に
反
映
し
よ
う
と
し
た
マ
ン
ら
の
公
立
学
校
制
度
の
成
立
に
向
け
て
の
活
発
な
運
動
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
お
い
て
全
米
で
一
早
く
、
一
八
五
二
年
に
義
務
就
学
の
規
定
を
立
法
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た  
 
。
　
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
そ
の
著
作
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
一
八
三
五
年
・
四
〇
年
）
の
な
か
で
、「
ア
メ
リ
カ
で
平
等
な
の
は
財
産
だ
け
で
は
な
い
。
平
等
は
知
識
に
つ
い
て
さ
え
、
あ
る
程
度
進
行
し
て
い
る
。
人
口
に
比
例
し
て
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
無
学
の
者
も
少
な
い
国
は
世
界
に
他
に
な
い
と
思
う  
 
」
と
述
べ
、
ま
た
『
合
衆
国
旅
行
記
』
で
も
「
ア
メ
リ
カ
人
は
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
世
界
中
で
最
も
知
識
・
経
験
に
富
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
…
…〈
中
略
〉…
…
最
も
進
ん
だ
実
践
的
な
政
治
教
育
を
受
け
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
の
幸
運
に
対
し
て
唯
一
の
希
望
を
抱
か
せ
て
く
れ
る
と
私
が
確
信
し
て
疑
わ
な
い
の
は
、
こ
の
真
実
で
あ
る  
 
」
と
述
べ
て
い
る
。
自
発
的
結
社
を
培
養
基
と
し
た
「
実
践
的
な
政
治
学
」
の
市
民
教
育
的
機
能
と
と
も
に
、
政
治
的
結
社
も
、「
す
べ
て
の
市
民
が
結
社
の
一
般
理
論
を
学
習
し
に
来
る
無
料
の
大
き
な
学
校
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る  
 
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
察
の
背
景
に
は
、
（
５
）
（
６
）
（
７
）
（
８
）
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 3）3〔２０１１．５〕
一
八
三
〇
・
四
〇
年
代
に
北
部
・
中
西
部
に
熱
心
な
改
革
者
を
見
出
し
た
、
ホ
レ
ー
ス
・
マ
ン
を
最
も
雄
弁
な
唱
道
者
と
す
る
体
系
立
っ
た
公
教
育
制
度
の
確
立
に
向
け
て
の
活
発
な
運
動
、
い
わ
ゆ
る
コ
モ
ン
ス
ク
ー
ル
運
動
（C
om
m
on
School
M
ovem
ent
 
  
 
         
 
    
   
）
が
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
　
ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
同
様
な
観
察
は
、
世
紀
転
換
期
を
間
近
に
迎
え
た
一
八
八
八
年
に
出
版
さ
れ
た
英
国
の
政
治
家
・
歴
史
家
ブ
ラ
イ
ス
卿
（Jam
es
B
ryce,
183
   
    
     
   8  -  1922
    
年
）
の
合
衆
国
研
究
『
ア
メ
リ
カ
国
家
論  
 
』
で
も
示
さ
れ
た
。
ブ
ラ
イ
ス
は
、
自
発
的
結
社
を
全
米
に
枝
状
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
一
種
の
政
治
的
組
織
と
し
て
描
き
、
世
論
を
発
達
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の
、
そ
の
市
民
教
育
機
能
に
注
目
し
て
い
る
。
　
こ
の
世
紀
転
換
期
を
「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
」
へ
と
引
き
寄
せ
た
「
電
気
の
時
代
」
の
到
来
を
告
げ
る
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
博
か
ら
「
自
動
車
の
時
代
」
の
開
幕
を
宣
し
た
一
九
三
五
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
ま
で
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
、
都
雛
（rurban
      
）
化
・
都
市
化
・
大
衆
社
会
化
現
象
が
進
行
し
、
ま
た
新
移
民
の
流
入
と
彼
ら
へ
の
人
種
的
・
民
族
的
な
差
別
の
激
化
を
背
景
に
、
一
九
二
四
年
に
は
出
生
国
別
割
当
制
を
目
論
む
移
民
制
限
法
が
制
定
さ
れ
る
に
及
ん
だ
。
当
時
、
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
農
村
学
校
指
導
主
事
で
あ
っ
た
ハ
ニ
フ
ァ
ン
（Lyda
Judson
H
anifan,
187
             
      
   9  -  1932
    
年
）
は
、
氏
の
一
九
一
六
年
論
考“The
Rural
School
 
         
      
C
om
m
unity
C
enter”
 
  
 
      
   
  
（A
nnals
of
the
A
m
erican
A
cadem
y
of
Po
 
       
 
   
 
   
    
     
    
  litical
and
Social
Scienc
     
        
 
   
  e  ,
vol.
67,
1916,
pp.
130
 
       
     
   
   -  
138.
    
）
の
な
か
で
、
都
雛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（rurban
com
m
unity
          
 
    
）
に
点
在
す
る
学
校
の
機
能
的
運
営
に
と
っ
て
、
地
域
や
学
校
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
指
摘
し
、
住
民
の
間
に
見
ら
れ
る
善
意
や
仲
間
意
識
、
社
会
的
交
流
な
ど
を
、
初
め
て
「
社
会
資
本
（social
capital
    
 
      
）」
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
説
明
し
た
。
　
政
治
学
の
分
野
で
も
、
国
内
外
の
集
団
的
ヒ
ス
テ
リ
ー
状
況
を
背
景
に
ラ
ス
ウ
ェ
ル
（H
arold
D
.
Lassw
ell,
190
 
    
  
 
     
   
   2  -  78   
年
）
ら
い
わ
ゆ
る
シ
カ
ゴ
学
派
は
、
精
神
分
析
学
、
異
常
心
理
学
等
に
依
拠
し
つ
つ
、
非
合
理
的
な
集
団
圧
力
に
抗
す
る
「
強
い
自
我
」
を
中
核
（
９
）
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 4）4〔２０１１．５〕
要
素
と
す
る
民
主
的
人
格
（dem
ocratic
personality
   
                
）
の
研
究
に
勤
し
ん
だ
。
そ
う
し
た
な
か
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
総
帥
メ
リ
ア
ム
（C
harles
E
.
M
erriam
,
187
 
    
   
 
 
    
 
 
   4  -  1953
    
年
）
は
、
一
九
三
一
年
に
市
民
教
育
の
比
較
研
究
で
あ
る
『
市
民
の
形
成
』（The
M
aking
of
     
   
    
C
itizen
 
  
  s  
）
を
編
纂
す
る
こ
と
に
な
る
。
メ
リ
ア
ム
は
、
市
民
訓
練
（civic
training
  
 
  
  
 
 
）
の
八
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
学
校
、
政
府
サ
ー
ビ
ス
、
政
党
、
愛
国
的
組
織
、
政
治
象
徴
、
文
学
、
メ
デ
ィ
ア
、
愛
郷
心
）
の
う
ち
、
学
校
が
中
心
的
位
置
を
占
め
る
と
さ
れ
た
五
ヵ
国
（
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
と
そ
れ
以
外
の
国
々
（
イ
タ
リ
ア
、
英
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
の
市
民
教
育
の
あ
り
方
の
異
同
を
検
討
し
つ
つ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
非
合
理
な
信
念
を
価
値
化
す
る
教
化
や
宣
伝
で
は
な
く
、
「
価
値
判
断
」
を
避
け
た
市
民
教
育
（civic
education
  
 
         
）
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
革
新
こ
そ
が
、
国
家
全
体
に
共
通
す
る
文
化
の
創
造
、
社
会
変
革
の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
分
析
し
た
。
こ
の
時
代
ア
メ
リ
カ
で
は
、
そ
れ
ま
で
は
「
一
週
間
か
ら
一
〇
日
前
後
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
未
成
年
者
の
市
民
訓
練
も
、
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
で
の
時
間
数
の
大
幅
増
加
を
見
、
そ
の
結
果
、「
念
入
り
に
組
織
さ
れ
、
体
系
的
に
編
成
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
。「
学
校
は
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
市
民
教
育
を
実
施
す
る
主
要
な
制
度
と
な
り  
 
」、
社
会
全
体
が
そ
こ
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
メ
リ
ア
ム
ら
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
歴
史
協
会
（
Ａ
Ｈ
Ａ
）
社
会
科
委
員
会
の
指
導
委
員
会
（C
om
m
ission
on
D
irector
 
  
 
 
  
      
 
   
 
）
委
員
を
務
め
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
著
名
な
教
育
学
者
カ
ウ
ン
ツ
（G
eorge
S.
C
ounts,
188
 
        
 
    
 
   9  -  1974
    
年
）
は
、
一
九
三
二
年
に
『
学
校
は
新
し
い
社
会
秩
序
を
つ
く
り
う
る
か
』（D
are
the
School
B
uild
a
N
ew
Social
O
 
     
        
 
       
  
     
 
 
rder
    ?   
 
）
を
出
版
し
、
学
校
が
宗
教
的
・
政
治
的
宣
伝
の
場
か
ら
自
由
に
な
り
、
子
ど
も
の
批
判
的
思
考
涵
養
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
彼
は
教
育
委
員
会
の
中
・
上
流
階
級
的
構
成
、
保
守
的
性
格
を
批
判
し
、
学
校
に
対
す
る
民
主
的
統
制
の
重
要
性
を
主
張
し
、
教
育
に
お
け
る
民
主
主
義
と
い
う
視
点
か
ら
、
一
九
二
〇
年
代
に
主
流
で
あ
っ
た
管
理
的
教
育
行
政
学
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
カ
ウ
ン
ツ
の
処
方
箋
を
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
教
育
長
官
で
も
あ
っ
た
ク
ロ
ー
ニ
ン
（Joseph
M
.
C
ronin
        
 
 
    
）
は
、
次
の
二
点
に
約
言
し
て
い
る
。
⑴
教
育
委
（
　
）
１０
（
　
）
１１
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 5）5〔２０１１．５〕
員
会
委
員
に
異
な
る
経
済
的
階
層
や
性
別
、
宗
教
的
・
社
会
的
階
級
を
よ
り
幅
広
く
代
表
さ
せ
る
こ
と
、
⑵
専
門
的
な
教
育
行
政
官
の
訓
練
と
増
員
、
特
に
多
様
な
圧
力
に
抵
抗
で
き
、
全
職
員
を
政
策
形
成
に
関
与
さ
せ
る
準
備
へ
の
配
慮  
 
。
カ
ウ
ン
ツ
の
提
起
す
る
公
教
育
へ
の
視
座
は
既
に
市
民
教
育
の
「
政
治
学
」
で
あ
り
、
カ
ウ
ン
ツ
を
し
て
デ
ュ
ー
イ
（John
D
ew
y,
185
      
  
  
   9  -  1952
    
年
）
の
思
想
に
基
づ
く
進
歩
主
義
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
共
鳴
、
賛
同
す
る
教
師
、
教
育
関
係
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
進
歩
主
義
教
育
協
会
（
Ｐ
Ｅ
Ａ  
 
）
と
距
離
を
と
ら
せ
、「
当
時
絶
頂
期
に
あ
っ
た
進
歩
主
義
教
育
の
問
題
点
を
内
部
か
ら
批
判
し
、
教
育
が
社
会
改
造
の
創
造
的
な
力
と
な
る
た
め
の
諸
条
件
に
つ
い
て
提
言  
 
」
せ
し
め
、
公
教
育
の
革
新
に
向
け
て
ア
メ
リ
カ
教
員
組
合
（A
m
erican
Federation
of
 
 
   
               
Teachers
        
）
の
会
長
（
一
九
三
九
─
四
二
年
）
と
し
て
も
活
躍
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
（
２
）「
分
別
あ
る
」
市
民
の
育
成
に
向
け
て
─
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
社
会
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
そ
の
周
辺
　
進
歩
主
義
教
育
思
想
の
歴
史
に
つ
い
て
好
意
的
で
洞
察
力
に
富
ん
だ
分
析
を
行
っ
た
、
カ
ウ
ン
ツ
と
一
時
期
同
僚
で
も
あ
っ
た
高
名
な
ア
メ
リ
カ
教
育
史
家
ク
レ
ミ
ン
（Law
rence
A
.
C
rem
in,
192
   
       
 
 
   
 
 
   5  -  90   
年
）
に
よ
れ
ば
、
進
歩
主
義
教
育
は
ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
に
お
け
る
常
識
知
と
な
り  
 
、「
民
主
的
信
条
」（John
D
ew
ey
      
  
  
）
を
身
体
化
し
た
「
良
き
市
民
」
訓
練
の
課
題
を
学
校
で
の
公
民
科
が
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
統
合
的
部
分
は
、
⑴
「
事
実
」
認
識
能
力
（
例：
米
国
政
治
制
度
・
過
程
の
知
識
・
理
解
）
の
開
発
と
、
⑵
「
価
値
」
的
実
践
能
力
（
例：
愛
国
心
、
遵
法
精
神
）
の
訓
育
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
市
民
教
育
は
、
国
際
・
国
内
環
境
の
変
動
を
受
け
つ
つ
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ら
⑴
、
⑵
の
間
の
緊
張
を
孕
み
つ
つ
展
開
す
る
こ
と
と
な
る
。
　
冷
戦
の
勃
発
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
し
て
人
種
差
別
廃
止
へ
の
圧
力
と
し
て
隠
れ
た
形
で
作
用
し
、
連
邦
政
府
は
一
九
五
四
年
の
最
高
裁
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
を
支
持
し
、
公
民
権
運
動
を
勢
い
づ
か
す
こ
と
と
な
っ
た
。
公
民
権
運
動
は
リ
ベ
ラ
ル
派
白
人
の
間
に
も
支
（
　
）
１２
（
　
）
１３
（
　
）
１４
（
　
）
１５
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 6）6〔２０１１．５〕
持
を
広
げ
、
白
人
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
学
生
を
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
す
る
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト  
 
と
も
混
交
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
都
市
に
目
を
向
け
れ
ば
、
一
九
五
六
年
に
成
立
し
た
連
邦
高
速
道
路
法
（Federal
H
ighw
ay
A
ct
       
 
 
  
    
  
）
は
、
全
米
を
ハ
イ
ウ
ェ
ー
、
タ
ー
ン
パ
イ
ク
、
パ
ー
ク
ウ
ェ
ー
で
結
び
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
新
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
は
、
電
化
製
品
と
自
動
車
が
生
み
出
す
新
生
活
様
式
を
「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
」
と
し
て
経
験
で
き
る
場
所
と
な
っ
た
。
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
二
つ
の
万
博
の
夢
は
こ
う
し
て
叶
な
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
両
市
を
代
表
と
す
る
大
都
市
で
は
、
白
人
、
黒
人
中
間
層
の
郊
外
脱
出
（w
hite
flight,
black
 
      
     
   
flight
  
  
）
と
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
経
済
的
疲
弊
が
同
時
に
進
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
心
部
に
は
僅
か
な
夢
さ
え
思
い
描
く
こ
と
が
困
難
な
黒
人
、
貧
困
層
が
取
り
残
さ
れ
た
。
彼
ら
が
蝟
集
す
る
地
域
は
、
行
政
に
よ
っ
て
〈
ス
ラ
ム
〉
と
定
義
さ
れ
、
近
隣
住
区
は
ス
ラ
ム
一
掃
事
業
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。
そ
の
跡
地
に
は
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
社
会
資
本
の
回
復
を
不
可
能
に
さ
せ
る
よ
う
な
高
層
ア
パ
ー
ト
群
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
新
開
地
を
巧
妙
に
迂
回
す
る
よ
う
な
形
で
都
市
衰
退
地
区
の
高
級
住
宅
化
（gentrification
    
  
    
）
が
、
都
市
再
生
（urban
renew
al
           
  
）
の
美
名
の
も
と
で
推
進
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
都
市
住
民
の
人
種
的
・
民
族
的
・
階
級
的
分
断
は
進
行
し
た
。
人
種
、
世
代
、
地
域
、
階
級
に
よ
る
社
会
的
亀
裂
は
覆
い
隠
し
よ
う
も
な
く
、
合
意
社
会
ア
メ
リ
カ
は
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
こ
と
と
な
っ
た  
 
。
　
こ
う
し
た
社
会
変
動
を
前
に
し
て
、
初
等
・
中
等
学
校
の
市
民
科
の
見
直
し
へ
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
。
米
教
育
省
、
全
米
科
学
財
団
は
、
一
九
六
三
年
に
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
工
科
大
学
（
現
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
メ
ロ
ン
大
学
）、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
、
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
七
大
学
を
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
拠
点
に
指
定
し
た
。
批
判
的
検
討
の
対
象
と
な
っ
た
従
来
の
公
民
的
「
社
会
科
（social
studies
    
 
  
  
 
）」
の
ベ
ー
ス
は
、「
全
米
教
育
協
会
中
等
教
育
再
編
に
関
す
る
委
員
会
社
会
科
部
会
」
の
一
九
一
六
年
報
告
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
の
教
授
内
容
は
概
ね
、
七
年
生
＝
地
理
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
、
八
年
生
＝
ア
メ
リ
カ
史
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
公
民
」、
九
年
（
　
）
１６
（
　
）
１７
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 7）7〔２０１１．５〕
生
＝
「
公
民
」
と
経
済
、
一
〇
～
一
二
年
生
＝
一
七
〇
〇
年
以
降
の
欧
州
史
、
ア
メ
リ
カ
史
、「
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
諸
問
題
」
と
学
年
別
に
配
列
さ
れ
、
物
語
的
、
解
説
的
、
非
歴
史
的
で
、
過
度
に
愛
国
心
を
鼓
舞
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
「
自
由
」「
民
主
」
主
義
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
特
有
な
愛
国
的
な
内
容
、
市
民
的
自
由
に
関
す
る
抽
象
的
原
則
の
羅
列
に
反
省
を
迫
る
市
民
科
見
直
し
の
運
動
は
、「
新
社
会
科
運
動
（N
ew
Social
Studies
M
ovem
ent
 
  
     
 
  
  
   
    
   
）」
と
呼
ば
れ
た
。
見
直
し
は
、
概
ね
、
伝
統
的
な
社
会
科
の
次
の
よ
う
な
点
、
す
な
わ
ち
現
実
の
無
視
、
理
念
の
過
度
の
理
想
視
、
諸
事
実
の
集
積
の
記
述
的
提
示
、
民
主
主
義
の
現
実
と
理
想
の
混
同
な
ど
に
向
け
ら
れ
た
。
　
カ
ー
ネ
ギ
ー
工
科
大
学
は
、「
道
徳
的
ジ
レ
ン
マ
」
の
解
決
を
通
じ
て
学
習
者
に
公
共
政
策
争
点
に
受
容
可
能
な
道
徳
的
準
規
の
適
用
能
力
を
訓
練
し
よ
う
と
す
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
メ
ロ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
注
目
が
集
ま
っ
た
「
価
値
の
明
確
化
（value
clarification
   
    
   
    
）」
ア
プ
ロ
ー
チ  
 
や
「
道
徳
的
発
達
」
ア
プ
ロ
ー
チ  
 
な
ど
、
感
情
や
行
動
の
側
面
を
重
視
す
る
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
こ
う
し
た
流
れ
と
同
位
で
あ
る
。
　
カ
ー
ネ
ギ
ー
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学
習
者
が
「
社
会
的
探
究
（social
inquiry
    
 
 
   
 
）」
を
通
じ
て
、
自
律
的
な
批
判
的
市
民
、
政
治
過
程
へ
の
責
任
あ
る
参
加
者
に
成
育
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
同
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
を
主
催
す
る
フ
ェ
ン
ト
ン
（E
dw
in
Fenton
 
  
 
     
 
）
ら
は
、
社
会
科
の
た
め
の
探
究
法
を
、
デ
ー
タ
か
ら
の
問
題
発
見
→
仮
説
の
設
定
→
仮
説
の
論
理
的
含
意
の
認
識
→
デ
ー
タ
の
収
集
→
デ
ー
タ
の
分
析
・
評
価
・
解
釈
→
デ
ー
タ
の
観
点
か
ら
の
仮
説
の
検
証
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
考
え
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
「
社
会
的
探
究
」
法
は
、
学
習
者
が
あ
る
事
実
に
疑
問
／
関
心
を
持
ち
、
問
題
を
設
定
し
、
仮
説
を
構
築
し
、
通
則
・
理
論
の
演
繹
を
行
う
循
環
プ
ロ
セ
ス
か
ら
成
り
、
経
験
的
探
究
の
ス
キ
ル
を
強
調
す
る
。
仮
説
を
定
式
化
し
、
そ
れ
を
検
証
す
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
世
界
を
よ
り
体
系
的
か
つ
自
律
的
に
学
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る  
 
。
　
カ
ー
ネ
ギ
ー
工
科
大
学
以
外
に
も
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
立
憲
的
枠
組
を
底
礎
す
る
基
本
的
価
値
を
主
軸
に
形
成
さ
れ
る
法
（
　
）
１８
（
　
）
１９
（
　
）
２０
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 8）8〔２０１１．５〕
律
的
・
倫
理
的
根
本
原
理
を
分
析
す
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
オ
リ
ヴ
ァ
ー
（D
onald
W
.
O
liver
 
    
  
 
 
    
）
が
主
導
す
る
「
公
的
争
点
分
析
（analysis
of
public
issues
    
  
 
  
      
 
    
）」
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
そ
の
系
を
引
く
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（com
m
unity
   
 
     
involvem
ent
curricula
 
   
  
   
     
  
）」
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
ニ
ュ
ー
マ
ン
（Fred
M
.
N
ew
m
ann
      
 
 
  
 
   
）
ら
の
取
り
組
み
は
興
味
深
い
。
　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
社
会
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
公
的
争
点
分
析
」
ア
プ
ロ
ー
チ
を
主
催
す
る
オ
リ
ヴ
ァ
ー
ら
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
は
、
種
々
の
社
会
問
題
を
合
理
的
な
方
法
で
論
理
的
に
考
え
る
市
民
の
能
力
に
依
存
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
市
民
的
能
力
は
公
的
争
点
に
関
す
る
情
報
を
組
織
化
し
、
解
釈
す
る
た
め
に
必
要
な
「
概
念
」
の
理
解
・
適
用
能
力
、
学
習
者
本
人
の
価
値
位
置
の
確
認
と
他
の
諸
価
値
パ
タ
ー
ン
と
の
比
較
・
対
照
能
力
の
開
発
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
公
的
争
点
」
の
「
規
律
あ
る
討
論
（disciplined
discussion
  
  
       
     
 
）」
が
、
民
主
主
義
、
市
民
・
政
府
・
国
家
の
間
の
関
係
の
教
授
・
学
習
に
と
っ
て
は
有
効
と
の
立
場
か
ら
、
市
民
が
直
面
す
る
「
公
的
争
点
」
の
分
析
、
規
範
的
・
倫
理
的
分
析
の
ス
キ
ル
、
公
的
問
題
へ
の
政
策
位
置
の
明
確
化
、
政
治
的
・
倫
理
的
な
公
的
論
争
の
要
求
に
適
切
に
応
え
う
る
一
定
の
価
値
判
断
・
決
定
の
た
め
の
基
準
の
定
式
化
能
力
を
育
む
教
授
法
、
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
教
科
書
、
補
助
教
材
の
開
発
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る  
 
。
　「
公
的
争
点
分
析
」
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
も
、
オ
リ
ヴ
ァ
ー
の
高
弟
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
マ
ン
や
シ
ェ
イ
ヴ
ァ
ー
（Jam
es
C
,
Shaver
   
    
 
      
）
ら
に
よ
っ
て
独
自
色
を
加
え
な
が
ら
発
展
的
に
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
教
育
学
部
を
拠
点
に
独
自
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
開
発
に
努
力
を
傾
注
し
た
。
そ
れ
は
、
学
校
生
活
の
種
々
の
相
で
の
決
定
事
項
へ
の
参
加
経
験
、
政
治
的
グ
ル
ー
プ
内
で
演
じ
ら
れ
る
多
様
な
役
割
認
識
・
仮
想
遂
行
・
評
価
行
動
を
通
し
て
の
参
加
ス
キ
ル
の
開
発
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た  
 
。
　
ま
た
、
シ
ェ
イ
ヴ
ァ
ー
は
、「
聡
明
な
参
加
型
市
民
（intelligent
participant
citizens
 
 
  
   
      
   
   
   
）」
の
創
出
を
目
標
に
掲
げ
る
ユ
タ
州
立
大
（
　
）
２１
（
　
）
２２
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 9）9〔２０１１．５〕
学
「
公
的
争
点
に
関
す
る
分
別
あ
る
思
考
力
開
発
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（C
urriculum
Focused
on
Thinking
Refle
 
    
  
 
               
  
      ctively
about
     
      
Public
Issues
            
）」
を
主
宰
し
た
。
反
省
的
・
批
判
的
思
考
の
開
発
を
目
指
す
シ
ェ
イ
ヴ
ァ
ー
ら
の
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
政
策
決
定
（D
ecision
M
aking
in
a
D
em
ocracy
 
   
 
   
   
   
    
  
      
）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
九
～
一
二
学
年
用
）
は
、
参
加
型
市
民
に
必
要
な
合
理
的
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
決
定
を
行
う
の
に
必
要
な
分
析
的
ス
キ
ル
を
生
徒
に
身
体
化
す
べ
く
、「
公
的
争
点
」
の
性
格
と
そ
れ
が
随
伴
す
る
価
値
位
置
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
生
徒
に
は
、「
概
念
の
略
図
（outline
of
concepts
    
    
       
）」
を
用
意
す
る
。
そ
れ
は
、
公
的
争
点
の
参
照
枠
組
み
、
用
語
、
事
実
・
価
値
に
お
け
る
意
見
対
立
の
三
つ
の
束
か
ら
成
り
、
各
「
束
」
に
は
そ
れ
が
統
合
す
る
諸
概
念
、
目
的
の
記
述
、
必
読
教
材
・
必
置
器
具
リ
ス
ト
、
教
師
用
教
材
、
授
業
計
画
、
想
定
問
答
、
宿
題
等
が
列
挙
さ
れ
て
い
る  
 
。
こ
れ
ら
の
準
備
を
通
じ
て
、
学
習
者
が
「
公
的
争
点
」
に
関
す
る
決
定
の
性
質
、
信
念
間
の
矛
盾
、
言
語
や
意
味
論
的
な
問
題
、
事
実
主
張
、
価
値
対
立
の
処
理
方
法
を
分
析
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
シ
ェ
イ
ヴ
ァ
ー
の
「
価
値
教
育
」
の
立
場
は
、
コ
ー
ル
バ
ー
グ
（Law
rence
K
ohlberg,
192
   
       
   
    
   7  -  87   
年
）
の
「
道
徳
的
発
達
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
影
響
を
受
け
て
い
る  
 
。
シ
ェ
イ
ヴ
ァ
ー
は
、
Ｌ
・
コ
ー
ル
バ
ー
グ
の
変
化
（
脚
注（
　
）を
参
照
）
を
評
価
し
つ
つ
も
、
コ
ー
ル
バ
ー
グ
が
、
学
習
者
の
ど
の
道
徳
的
発
達
段
階
で
も
、
各
段
階
１９
に
お
け
る
「
決
定
行
為
を
支
え
る
の
に
有
益
な
分
析
概
念
（
合
理
性
へ
の
民
主
的
関
与
）
を
視
野
の
外
に
置
い
て
い
る
」
点
を
批
判
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
シ
ェ
イ
ヴ
ァ
ー
は
、
対
話
法
や
「
価
値
の
探
検
法
（value
exploration
   
      
     
）」
を
置
く
。
オ
リ
ヴ
ァ
ー
の
流
れ
を
汲
む
シ
ェ
イ
ヴ
ァ
ー
ら
の
「
公
的
争
点
に
関
す
る
分
別
あ
る
思
考
力
開
発
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
は
、
教
師
も
学
習
者
も
自
ら
の
価
値
へ
の
根
本
的
原
理
を
発
達
さ
せ
、
価
値
を
明
瞭
化
し
、
対
立
す
る
諸
価
値
に
軽
重
を
つ
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
に
も
、
事
実
主
張
を
査
定
す
る
知
的
ス
キ
ル
の
開
発
に
重
点
を
置
き
、「
聡
明
な
参
加
型
」
市
民
の
育
成
に
意
を
用
い
た
の
で
あ
る  
 
。
（
　
）
２３
（
　
）
２４
（
　
）
２５
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 10）10〔２０１１．５〕
（
３
）
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
発
達
と
政
策
思
考
の
重
要
性
　
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン
（W
alter
Lippm
ann,
188
 
       
  
    
   9  -  1974
    
年
）
が
言
う
、「
頭
脳
的
訓
練
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
同
時
に
注
意
を
ひ
く
二
つ
の
物
事
に
は
因
果
関
係
が
あ
る
と
い
う
理
論
を
考
え
つ
き
や
す
い  
 
」
と
い
う
洞
察
は
、
一
種
の
格
率
の
よ
う
に
響
く
。
人
々
は
、
社
会
体
を
貫
い
て
い
る
複
数
性
と
相
違
性
、
多
様
性
と
異
種
性
の
現
れ
の
場
、
葛
藤
の
場
と
し
て
の
「
政
治
」
を
確
保
し
た
け
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
場
に
「
現
れ
つ
つ
」、「
よ
り
批
判
的
に
分
析
す
る
能
力
、
よ
り
正
確
に
論
理
的
に
情
報
を
使
う
能
力
、
有
用
な
概
念
や
一
般
化
を
引
き
出
す
能
力
、
曖
昧
さ
や
不
安
を
進
ん
で
受
け
入
れ
る
力
、
多
様
な
人
間
の
経
験
を
認
識
す
る
力
、
自
律
し
た
思
考
を
可
能
に
す
る
力  
 
」
を
高
め
る
必
要
が
出
て
こ
よ
う
。
　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
政
治
学
者
メ
レ
ル
マ
ン
（Richard
M
.
M
erelm
an
  
      
 
 
    
  
）
は
、「
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
発
達
」「
政
策
思
考
」
の
議
論
を
通
じ
て
こ
う
し
た
要
請
に
応
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
彼
は
ま
ず
道
徳
的
推
論
ア
プ
ロ
ー
チ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
。
道
徳
的
推
論
ア
プ
ロ
ー
チ
の
難
点
は
メ
レ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
政
治
的
な
政
策
決
定
の
大
半
は
、
道
徳
的
争
点
に
関
す
る
も
の
で
は
全
く
な
い
し
、
道
徳
的
争
点
に
関
す
る
こ
と
の
大
半
は
、
道
徳
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
盛
り
込
ま
れ
た
用
語
に
ま
と
め
う
る
も
の
で
は
な
い
し
、
道
徳
的
に
責
任
あ
る
政
策
決
定
に
必
要
な
情
報
の
大
半
は
、
政
策
決
定
者
に
は
入
手
で
き
な
い
し
、
多
く
の
道
徳
的
に
意
味
の
あ
る
疑
問
は
、
政
策
決
定
の
場
で
は
意
図
的
／
無
意
識
に
無
視
さ
れ
、
大
半
の
道
徳
的
推
論
は
、
政
治
的
行
為
に
適
用
で
き
な
い
か
、
そ
の
妨
げ
に
な
る
。
こ
う
し
た
理
由
で
、
政
治
の
理
解
に
対
す
る
道
徳
的
推
論
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
政
治
過
程
の
複
雑
さ
を
十
分
理
解
で
き
な
い  
 
」。
　
前
項
で
検
討
し
た
「
分
別
あ
る
」
思
考
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
は
、
総
じ
て
道
徳
的
推
論
の
構
造
的
発
達
に
基
づ
く
形
式
主
義
的
論
理
に
関
心
を
置
き
、
特
定
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
偏
し
な
い
こ
と
を
誇
ろ
う
と
す
る
。
当
該
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
生
徒
に
政
治
的
争
点
を
概
念
化
す
る
こ
と
を
奨
励
し
は
す
る
。
学
習
者
に
は
、
論
争
の
渦
中
に
あ
る
複
数
の
政
治
的
争
点
を
道
徳
的
に
差
別
（
　
）
２６
（
　
）
２７
（
　
）
２８
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 11）11〔２０１１．５〕
化
し
、
差
異
に
つ
い
て
道
徳
的
に
推
論
し
、
自
ら
の
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
メ
レ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
論
理
の
単
純
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
否
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
生
徒
に
政
治
の
「
現
実
」
に
つ
い
て
誤
っ
た
理
解
を
誘
発
す
る
、
と
批
判
さ
れ
る
。
政
治
が
「
価
値
の
権
威
的
配
分
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
現
前
の
政
策
は
既
に
特
定
の
方
向
に
前
も
っ
て
選
択
さ
れ
た
道
徳
的
正
当
化
の
具
現
物
で
し
か
な
い
。
メ
レ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
策
は
、
単
に
技
術
的
な
問
題
で
は
な
く
政
治
的
な
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
社
会
科
に
お
け
る
単
純
な
「
道
徳
教
育
は
、
こ
う
し
た
差
異
を
分
け
入
っ
て
知
る
力
を
奪
う
。
こ
の
手
の
教
育
は
、
決
定
や
実
践
を
個
別
的
に
処
理
す
る
だ
け
で
、
価
値
と
い
う
点
で
は
遜
色
を
つ
け
え
な
い
対
立
し
あ
う
二
つ
の
目
標
を
追
求
す
る
こ
と
に
同
時
に
関
与
し
て
い
る
全
集
団
の
権
力
位
置
、
あ
る
い
は
諸
勢
力
の
権
力
的
思
惑
を
避
け
て
通
る
の
で
あ
る  
 
」。
政
治
的
状
況
に
お
け
る
現
実
的
選
択
と
推
論
は
、
当
該
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
想
定
す
る
選
択
決
断
と
推
論
過
程
と
は
異
質
で
あ
る
。
　
一
定
方
向
に
選
好
さ
れ
た
実
質
的
価
値
と
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
実
質
的
論
理
を
抱
え
込
む
政
治
的
推
論
（political
reasoning
       
       
 
）
を
メ
レ
ル
マ
ン
は
「
政
策
思
考
（policy
thinking
       
 
  
 
）」
と
称
す
る
が
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
認
知
的
発
達
条
件
と
し
て
、「
子
ど
も
っ
ぽ
い
思
考
（child-like
thinking
      
   
 
  
 
）  
 
」
か
ら
の
脱
却
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
認
知
的
発
達
は
、
分
散
的
、
単
純
、
厳
格
、
流
動
的
、
未
分
化
、
具
体
的
か
ら
明
節
化
、
複
雑
、
柔
軟
、
安
定
、
分
化
、
抽
象
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
。
こ
の
移
行
を
通
じ
て
、
子
ど
も
は
、〈
よ
（
　
）
２９
（
　
）
３０
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 12）12〔２０１１．５〕
表１　青年の認知的発達の３つの相
形
式
的
推
論
青年後期青年前期
具
体
的
推
論
１．社会中心性、役割演技、感情移入１．自己中心性、役割演技、感情移入
の困難
２．道徳的に優しい判断、相互性、公
正、一般的道徳規範の内面化
２．道徳的権威主義、伝統主義、道徳
規範の内面化の欠如
３．抽象的能力、推論の脱中心化３．抽象的能力の欠如
出典　Richard M. Merelman, Political Reasoning in Adolescence: Some Bridging Themes, Beverly 
Hils: Sage Publications, 1976, p. 8.
り
遠
い
中
央
政
府
、
政
治
レ
ジ
ー
ム
〉
に
つ
い
て
の
政
治
知
識
と
、
政
治
対
象
の
認
識
を
量
的
に
も
質
的
に
も
拡
大
さ
せ
、
年
齢
を
経
る
に
つ
れ
、
政
治
を
セ
イ
リ
エ
ン
ト
で
よ
り
理
解
可
能
な
も
の
と
す
る
の
で
あ
る  
 
。
そ
う
し
た
理
解
、
論
争
的
な
「
政
治
的
な
る
も
の
」
に
関
す
る
推
論
、
認
知
的
に
構
築
さ
れ
た
一
つ
の
思
考
体
系
と
し
て
の
「
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
は
、
メ
レ
ル
マ
ン
に
と
っ
て
も
「
青
年
後
期
」
に
可
能
と
な
る
（
表
１
参
照
）、
と
さ
れ
る  
 
。
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
思
考
を
可
能
と
す
る
認
知
的
発
達
条
件
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
メ
レ
ル
マ
ン
は
道
徳
的
発
達
条
件
と
し
て
、
規
則
・
道
徳
的
コ
ー
ド
＝
客
観
的
実
在
観
か
ら
の
脱
却
と
道
徳
の
相
対
主
義
的
理
解
の
発
達
を
挙
げ
る  
 
。
認
知
的
発
達
と
道
徳
的
発
達
の
相
互
強
化
は
、
社
会
的
・
政
治
的
事
象
は
統
制
可
能
だ
と
い
う
認
識
、
状
況
的
偶
発
性
、
諸
出
来
事
間
の
因
果
関
係
構
造
の
現
実
主
義
的
認
識
を
可
能
と
し
、
ま
た
道
徳
的
多
様
性
の
需
要
と
あ
わ
せ
て
自
ら
の
道
徳
律
を
発
達
さ
せ
る
。「
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
発
達
は
、「
理
念
と
出
来
事
の
リ
ン
ク
を
認
識
す
る
認
知
的
ス
キ
ル
の
獲
得
で
あ
る
。
こ
の
種
の
リ
ン
ク
が
、
信
念
体
系
に
お
け
る
相
互
規
制
の
質
量
を
決
定
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
政
治
的
出
来
事
の
倫
理
的
意
味
を
一
貫
し
て
評
価
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
道
徳
性
の
発
達
を
意
味
し
、
…
…〈
中
略
〉…
…
そ
の
結
果
、
人
は
、
原
因
か
ら
結
果
を
推
論
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
政
治
世
界
に
お
け
る
結
果
の
原
因
は
、
部
分
的
に
、
そ
し
て
／
ま
た
は
潜
在
的
に
人
間
の
統
制
下
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
し
、
原
因
・
結
果
は
、
諸
原
理
に
よ
っ
て
結
合
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
諸
原
理
は
、
ま
た
人
に
伝
達
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い  
 
」。
こ
う
し
て
よ
う
や
く
現
れ
る
「
政
策
思
考
」
の
構
成
要
素
は
、
表
２
が
示
す
通
り
で
あ
る
（
測
定
方
法
に
示
さ
れ
て
い
る
争
点
は
、
メ
レ
ル
マ
ン
に
と
っ
て
は
あ
く
ま
で
類
例
）。
 
（
　
）
３１
（
　
）
３２
（
　
）
３３（
　
）
３４
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 13）13〔２０１１．５〕
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 14）14〔２０１１．５〕
表２　政策思考の成分
測定方法説明様式
貧困問題／刑務所暴動問題をそれを
知らない人にどう説明するかを問う
皮切りの質問への回答を基に
具体的な言葉や実例、個人的経験に
対して、政策問題の性格づけに際し
て一般的・形式的概念を使用
抽象的思考
貧困／刑務所暴動の原因をどう考え
るかという質問への回答を基に
ある政策問題に関して一貫した順次
的な説明をなしうる能力
因果的思考
貧困／刑務所暴動の結果をどう考え
るかという質問への回答を基に
ある政策が社会にもたらす結果に関
して一貫した順次的な説明をなしう
る能力
結果思考
貧困／刑務所暴動に関していかなる
策が施されるべきかという質問への
回答を基に
外部効果についての快苦計算よりは、
相互性という普遍的規範あるいは道
徳原理への訴えによって自らの政策
選好を正当化する能力
道徳的思考
貧困／刑務所暴動に責任を負うのは
誰あるいは何なのかという質問への
回答を基に
社会問題の原因を個人の選り好みや
弱みよりは社会制度や集合行為のな
かに位置づける能力
社会的原因
思考
貧困／刑務所暴動の程度を定義する
責任をどのように割り当てるべきか
という質問への回答を基に
集合的体系（例えば政府）に社会問
題の程度を定義する権利を割り当て
る意欲
定義的社会
中心性
貧困／刑務所の改善に関して被験者
と意見を異にする人はどのような議
論を行うだろうかという質問への回
答を基に
自分自身の政策選好に反する議論を
作り上げる能力
役割演技
貧困／刑務所問題の存在が自分や自
分の家族にもたらす結果を個人が気
づいているかどうかという質問への
回答を基に
遠い社会問題が自分自身の生活の身
の回りにもたらす効果を考える能力
リンク思考
貧困／刑務所にまつわる諸問題（例
えば、囚人の反乱）がないアメリカ
は今とどのように違っているだろう
かという質問への回答を基に
社会問題の解消の効果を想像できる
能力。この能力は事実に反する状況
（すなわち身近な問題抜きの世界）
に関する推論能力を含む。
仮説思考
出典　Merelman, Political Reasoning in Adolescence, ibid., p. 12.
三
　
お
わ
り
に
─「
市
民
教
育
の
政
治
学
」
の
新
地
平
に
向
け
て
　
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
「
市
民
教
育
の
政
治
学
」
を
戦
後
の
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
検
討
を
は
じ
め
、
同
国
へ
の
歴
史
的
視
座
と
比
較
政
治
学
的
認
識
を
保
持
し
つ
つ
、
特
に
メ
リ
ア
ム
以
後
に
お
け
る
市
民
教
育
の
諸
実
験
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
市
民
教
育
の
政
治
学
」
の
到
達
点
と
今
後
の
問
題
点
・
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
建
国
の
初
発
よ
り
、
市
民
教
育
が
、
今
は
や
り
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
（citizenship
education
   
     
         
）
の
要
素
を
強
く
帯
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
移
民
の
国
」、「
理
念
の
国
」
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い  
 
。
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
一
九
七
六
年
四
月
に
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
に
広
く
観
察
で
き
る
「
政
治
的
無
知
」
を
前
提
に
、
市
民
の
政
治
教
育
を
学
校
に
期
待
す
る
提
言
が
、
英
国
ヨ
ー
ク
大
学
政
治
教
育
ユ
ニ
ッ
ト
所
長
リ
ス
タ
ー
（Ian
Lister
      
 
 
）
に
よ
っ
て
、
欧
州
評
議
会
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
民
主
的
諸
制
度
の
発
展
」
に
関
す
る
会
議
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
提
言
、Ian
Lister,
 
     
 
  
A
im
s
and
 
 
      
M
ethods
of
Political
E
ducation
in
Sc
 
  
      
       
 
         
   hool
    s,
docum
ent
A
S/
C
onf/
D
em
6
 
     
   
 
    
   
  
  
  
（Strasbourg:
C
ouncil
of
E
urope,
1976
  
        
 
        
 
      
    
）
が
市
民
教
育
を
通
じ
て
育
成
し
よ
う
と
し
た
「
市
民
」
は
、
⑴
基
本
的
な
政
治
概
念
に
つ
い
て
の
知
識
が
あ
り
、
政
治
問
題
を
判
断
す
る
分
析
枠
組
み
の
定
式
化
を
身
体
化
し
て
お
り
、
⑵
政
治
的
情
報
に
対
し
て
批
判
的
態
度
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
⑶
他
の
集
団
や
他
者
の
視
点
を
共
有
す
る
能
力
を
持
ち
、
⑷
政
治
に
参
加
し
た
り
、
政
治
状
況
を
変
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思
と
能
力
を
持
つ
人
間
と
し
て
措
定
さ
れ
た  
 
。
　
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
「
市
民
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
深
化
と
拡
大
を
所
与
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
歴
史
的
に
独
自
な
「
市
民
教
育
」
の
乗
り
越
え
の
方
途
を
示
唆
し
た
英
国
ブ
レ
ア
政
権
へ
の
諮
問
委
員
会
報
告
書
、
い
わ
ゆ
る
『
ク
リ
ッ
ク
報
告
書
』
（Q
ualifications
and
C
urriculum
A
uthor
 
                
    
  
 
  
  
  ity,
   
E
ducation
for
C
itizenship
and
the
Te
 
         
   
  
     
      
    aching
of
D
em
ocracy
in
Schools:
    
    
 
  
        
        
（
　
）
３５
（
　
）
３６
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 15）15〔２０１１．５〕
Final
Report
of
the
A
dvisory
G
roup
o
  
  
      
  
 
   
   
     
      n
C
itizenshi
   
  
     p,
London:
Q
C
A
,
1998
 
       
 
 
 
 
    
）
の
視
点
（
地
域
社
会
へ
の
関
与
、
社
会
的
・
道
徳
的
責
任
、
政
治
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
視
）
を
先
取
っ
て
も
い
る  
 
。
　
そ
も
そ
も
階
級
や
原
基
的
要
因
（
民
族
、
宗
教
、
言
語
）
に
よ
っ
て
社
会
的
に
亀
裂
化
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
あ
っ
て
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
の
活
動
や
政
治
参
加
は
階
級
ベ
ー
ス
や
コ
ミ
ュ
ナ
ル
・
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
教
育
は
、
階
級
社
会
に
あ
っ
て
は
階
級
的
不
平
等
の
暴
露
と
隠
蔽
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
た
原
基
性
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
る
多
極
社
会
で
は
、
各
下
位
文
化
の
歴
史
的
過
去
と
の
連
続
性
を
維
持
す
る
目
的
で
の
集
合
的
記
憶
、
象
徴
的
祝
祭
、
民
間
伝
承
の
鼓
舞
、
あ
る
い
は
下
位
文
化
間
の
共
存
を
目
指
す
多
文
化
教
育
的
試
み
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
　
し
か
し
、「
豊
か
な
社
会
」
化
や
世
俗
化
の
進
行
が
そ
う
し
た
社
会
的
亀
裂
を
弱
体
化
さ
せ
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
が
ヒ
ト
の
移
動
、
移
民
の
流
入
、
多
様
な
宗
教
の
混
入
を
促
進
し
、
市
民
社
会
の
エ
ッ
ジ
部
分
に
人
権
や
正
義
の
原
理
か
ら
す
る
再
審
問
が
行
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
「
社
会
的
排
除
」
の
現
象
が
深
刻
化
し
た
。
　
そ
う
し
た
状
況
に
応
え
る
べ
く
、
英
国
で
は
、
一
九
九
七
年
に
社
会
的
排
除
防
止
局
（Social
E
xclusion
U
nit
    
 
 
   
  
   
  
）
が
設
置
さ
れ
、
そ
う
し
た
な
か
多
文
化
主
義
教
育
や
人
権
や
平
等
に
重
き
を
置
く
市
民
性
教
育
（citizenship
education
   
     
         
）
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
も
は
や
、「
政
治
的
無
知
」
な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
い
わ
ゆ
る
パ
レ
カ
報
告
書
『
マ
ル
チ
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
英
国
の
将
来
』
で
は
、「
複
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
成
る
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（com
m
unity
of
com
m
unities
   
 
       
   
 
    
 
）」
が
語
ら
れ
、
多
様
性
と
平
等
の
尊
重
と
い
う
価
値
を
共
有
し
た
市
民
性
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
報
告
書
を
取
り
纏
め
た
パ
レ
カ
（B
hikhu
Parekh
 
  
         
）
は
言
う
。「
市
民
と
は
個
人
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
宗
教
的
、
民
族
的
、
文
化
的
、
地
域
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
で
も
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
開
か
れ
て
お
り
、
流
動
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
比
較
的
安
定
的
な
も
の
で
も
あ
る
。
英
国
は
、
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
あ
る
し
、
複
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
成
る
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
あ
る
。
と
同
時
に
リ
ベ
ラ
（
　
）
３７
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 16）16〔２０１１．５〕
ル
で
も
あ
り
多
文
化
社
会
で
も
あ
る  
 
」。
政
治
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
強
調
と
い
う
点
で
は
さ
ほ
ど
新
鮮
味
が
な
い
ク
リ
ッ
ク
報
告
書
に
人
種
主
義
へ
の
言
及
が
な
い
と
の
批
判
も
あ
る
が
、
パ
レ
カ
報
告
書
は
こ
の
点
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
一
九
九
四
年
に
始
ま
っ
た
『
学
校
の
た
め
の
新
し
い
契
約
（N
ouveau
C
ontrat
pour
l’E
cole
 
        
   
  
       
   
）  
 
』
も
、
パ
レ
カ
報
告
書
と
同
じ
よ
う
な
背
景
と
内
容
を
確
認
さ
せ
る
も
の
で
あ
る  
 
。
　
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
昂
進
に
伴
っ
て
脱
体
制
化
、
脱
領
土
化
を
進
め
た
「
市
民
教
育
」
は
、
し
た
が
っ
て
概
ね
次
の
四
つ
の
能
力
の
訓
練
・
育
成
を
目
標
と
す
る
も
の
と
し
て
、
未
来
へ
と
整
序
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
⑴
政
治
知
識
（
統
治
機
構
・
制
度
と
政
治
過
程
に
関
す
る
情
報
獲
得
、
概
念
形
成
・
適
用
・
事
実
判
断
に
関
わ
り
、
有
効
な
政
治
的
行
為
に
必
要
な
知
的
か
つ
戦
略
的
な
基
礎
を
提
供
す
る
）、
⑵
政
治
的
ス
キ
ル
（
政
治
現
象
を
記
述
・
説
明
・
評
価
す
る
能
力
。「
事
実
」
主
張
を
立
証
す
る
知
識
断
片
の
総
合
能
力
、
分
析
能
力
［
情
報
処
理
能
力
、
推
論
的
思
考
力
、
価
値
係
争
的
問
題
状
況
の
社
会
的
分
析
力
］、
道
徳
的
推
論
能
力
）、
⑶
政
治
参
加
ス
キ
ル
（
政
治
目
標
実
現
の
た
め
に
個
人
で
、
あ
る
い
は
集
団
で
影
響
力
を
行
使
す
る
力
能
、
理
念
を
主
張
し
た
り
、
資
源
を
組
織
・
動
員
す
る
能
力
、
人
的
・
物
的
経
営
能
力
）、
⑷
多
文
化
理
解
と
寛
容
の
精
神
。
　
第
二
節
で
や
や
詳
し
く
見
た
よ
う
に
、
種
々
意
匠
を
凝
ら
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
「
市
民
教
育
」
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
、
例
え
ば
ミ
リ
バ
ン
ド
（Ralph
M
iliband,
192
   
   
  
    
   4  -  94   
年
）
や
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
（Louis
A
lthusser,
191
    
  
        
   8  -  90   
年
）
と
い
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
手
に
か
か
れ
ば
、
現
代
資
本
主
義
国
家
の
支
配
体
制
を
正
統
化
す
る
国
家
の
自
由
民
主
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
訓
育
と
一
蹴
さ
れ
る
で
あ
ろ
う  
 
。
だ
が
、
し
か
し
、
二
〇
世
紀
最
後
の
一
〇
年
に
お
け
る
旧
ソ
連
・
東
欧
諸
国
の
崩
壊
、
冷
戦
の
終
焉
は
、
こ
う
し
た
体
制
論
的
認
識
・
批
判
の
台
座
を
押
し
流
し
、
東
欧
発
の
「
市
民
」
概
念
が
、
欧
米
出
自
の
「
市
民
社
会
論
」
に
分
け
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
明
然
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
拡
大
と
深
化
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
権
（E
uropean
 
        
citizenship
   
     
）」
概
念
の
提
起
を
通
し
て
、「
市
民
教
育
」
と
い
う
概
念
を
脱
領
土
化
し
て
き
た  
 
。
他
方
で
、
世
界
を
席
巻
す
る
グ
ロ
ー
バ
（
　
）
３８
（
　
）
３９
（
　
）
４０
（
　
）
４１
（
　
）
４２
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 17）17〔２０１１．５〕
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現
代
社
会
を
「
リ
ス
ク
化
」（U
lrich
B
eck
 
 
 
   
   
）
し
、「
市
民
教
育
」
の
民
主
的
・
世
界
市
民
主
義
的
部
分
の
軽
視
の
上
に
、
愛
国
心
、
法
と
秩
序
の
維
持
（security
       
）
感
覚
の
内
向
的
開
発
と
「
公
民
教
育
」
に
退
歩
す
る
と
い
う
傾
向
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い  
 
。
　
こ
う
し
た
現
状
の
な
か
、
未
来
に
向
け
て
の
市
民
教
育
の
中
身
は
、
イ
ン
ド
教
育
研
究
所
（Indian
Institute
of
E
ducation
    
       
 
   
 
       
）
の
創
設
者
で
著
名
な
教
育
学
者
ネ
イ
ク
（J.
P.
N
aik
  
  
 
  
）
の
要
約
を
借
り
れ
ば
、
⑴
権
力
や
資
源
の
差
別
的
な
分
配
状
況
、
既
存
の
政
治
過
程
や
政
治
権
力
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
の
正
確
な
図
柄
、
さ
ら
に
は
財
や
特
権
に
基
づ
く
現
行
の
経
済
組
織
・
制
度
に
関
す
る
説
明
と
理
解
、
⑵
新
し
い
社
会
秩
序
を
創
出
す
る
様
々
な
選
択
肢
の
提
言
、
⑶
抗
議
や
行
動
の
文
化
へ
の
惰
性
（「
沈
黙
の
文
化
」）
の
克
服
、
⑷
同
時
代
の
社
会
的
・
政
治
的
・
経
済
的
争
点
に
つ
い
て
の
能
動
的
な
意
識
の
涵
養
、
⑸
現
行
シ
ス
テ
ム
の
不
平
等
・
欠
陥
に
対
す
る
憤
り
と
反
発
、
⑹
社
会
変
革
に
対
す
る
情
熱
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
創
造
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る  
 
。
＊
本
稿
は
、
平
成
一
九
─
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
市
民
教
育
の
政
治
学
─
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
中
心
と
し
て
」（
研
究
代
表
者
・
河
田
潤
一
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
１
）　H
erm
ann
H
eller
 
   
     
    ,  
Staatslehre
  
  
 
   ,
Leiden:
A
.
W
.
Sijthoff,
1934,
S.
2
 
   
   
 
 
 
 
   
   
     
  
 34   
［
安
世
舟
訳
『
国
家
学
』
未
来
社
、
一
九
七
一
年
、
三
三
九
頁
］.  
（
２
）　A
.a
 
 
O  
.,
S.
92
    
  
［
前
掲
訳
書
、
一
四
七
頁
］.  
　
筆
者
も
こ
れ
ま
で
、《
児
童
期
と
成
人
期
の
連
結
手
》
で
あ
る
公
教
育
の
担
い
手
と
し
て
の
学
校
を
、「
家
族
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
子
ど
も
の
社
会
化
を
補
充
し
た
り
矯
正
し
た
り
す
る
」（Friedhelm
N
eidhardt,
   
    
  
  
      D
ie
junge
 
 
  
    
G
eneration:
Jugend
und
G
esellschaft
 
         
            
          in
B
undesrepubli
 
  
           k  ,
O
pladen:
Leske,
1967,
S.
31.
 
 
  
    
      
     
  
   
）
体
系
的
・
組
織
的
な
社
会
化
媒
体
で
あ
る
（
　
）
４３
（
　
）
４４
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 18）18〔２０１１．５〕
と
の
認
識
の
も
と
、〈
市
民
教
育
〉
や
〈
子
ど
も
の
市
民
意
識
の
形
成
〉
の
研
究
を
比
較
政
治
学
的
に
行
っ
て
き
た
。
そ
の
系
と
し
て
は
、「
現
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
に
関
す
る
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）　G
eorge
S.
C
ounts,
 
        
 
    
 
D
are
the
School
B
uild
a
N
ew
Social
O
 
     
        
 
       
  
     
 
 
rder
    ?  
N
ew
York:
John
D
ay
C
o.,
1932
  
  
      
      
    
       
［
中
谷
彪
他
訳
『
地
域
１１社
会
と
教
育
─
教
育
委
員
会
の
社
会
的
構
成
』
明
治
図
書
、
一
九
八
一
年
］
所
収
。
カ
ウ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
、
毛
利
陽
太
郎
「
カ
ウ
ン
ツ
の
教
育
思
想
─
教
育
的
社
会
改
革
思
想
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
デ
ュ
ー
イ
学
会
紀
要
』
二
〇
号
、
一
九
七
九
年
、
一
二
五
─
一
三
二
頁
、
田
中
智
志
「
カ
ウ
ン
ツ
教
育
思
想
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
教
化
と
の
関
係
」『
教
育
哲
学
研
究
』
第
六
三
号
、
一
九
九
一
年
、
九
四
─
一
〇
六
頁
な
ど
も
参
照
。
（
　
）　Joseph
M
.
C
ronin,
        
 
 
    
 
The
C
ontrol
of
U
rban
Schools:
Perspe
     
   
  
  
 
            
      ctive
on
the
Pow
er
of
E
ducational
Re
         
     
     
 
         
  form
er
 
  
  s  ,
N
ew
York:
 
 
  
      
１２Free
Press,
1973,
p.
137
           
     
  
   .  
（
　
）　
デ
ュ
ー
イ
は
、
一
九
二
八
年
に
進
歩
主
義
教
育
協
会
（Progressive
E
ducation
A
ssociation
         
   
         
     
   
、
以
下
、
Ｐ
Ｅ
Ａ
と
略
記
）
の
前
身
で
あ
１３る
進
歩
主
義
教
育
促
進
協
会
（A
ssociation
for
the
A
dvancem
ent
of
P
 
     
     
   
   
       
   
  
 rogressive
E
ducation
        
   
       
、
以
下
、
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｅ
と
略
記
）
の
第
二
代
名
誉
会
長
に
就
任
し
た
が
、
会
長
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｅ
は
一
九
一
九
年
に
設
立
さ
れ
、
一
九
三
一
年
に
Ｐ
Ｅ
Ａ
に
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
七
年
に
ア
メ
リ
カ
教
育
協
会
（A
m
erican
E
ducation
Fellow
ship
 
 
   
    
             
   
）
と
改
称
さ
れ
、
一
九
五
三
年
に
は
元
の
Ｐ
Ｅ
Ａ
に
再
改
称
さ
れ
、
一
九
五
五
年
に
解
散
し
て
い
る
。
デ
ュ
ー
イ
に
関
す
る
論
考
は
文
字
通
り
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
が
、
本
論
の
文
脈
で
は
、O
scar
H
andlin,
 
      
      
John
D
ew
ey’s
C
hallenge
to
E
ducation:
      
  
     
         
  
        
H
istorical
Perspectives
on
the
C
ult
 
 
 
  
  
                
   
  ural
C
ontex
    
 
   
 t  ,
N
ew
York:
  
  
      
H
arper
&
B
rothers,
1959
 
       
  
   
    
    
、
京
都
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
『
ア
メ
リ
カ
教
育
思
潮
の
研
究
─
一
九
二
〇
年
以
後
に
お
け
る
』
京
都
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
、
一
九
六
六
年
、
第
一
部
の
諸
論
文
、A
.
H
.
Som
jee,
 
 
 
 
   
 
  
The
Political
Theory
of
John
D
ew
ey
           
         
      
  
  ,
N
ew
York:
Teachers
 
 
  
      
         
C
ollege
Press,
1968
 
            
    
、
田
浦
武
雄
『
デ
ュ
ー
イ
と
そ
の
時
代
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
四
年
、
森
田
尚
人
『
デ
ュ
ー
イ
教
育
思
想
の
形
成
』
新
曜
社
、
一
九
八
六
年
、
佐
藤
学
「
公
共
圏
の
政
治
学
─
両
大
戦
間
の
デ
ュ
ー
イ
」『
思
想
』
九
〇
七
号
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
─
四
〇
頁
の
み
挙
げ
て
お
く
。
デ
ュ
ー
イ
が
活
躍
し
た
時
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
思
潮
を
知
る
に
は
、H
enry
S.
K
ariel,
 
       
 
   
  In
Search
of
A
uthority:
            
 
  
     
Tw
entieth-C
entury
Political
Though
  
     
 
   
   
       
      t  ,
N
ew
York:
Free
Press,
1964
 
 
  
 
     
     
      
    
、R.
A
lan
Law
son,
 
 
 
 
  
   
    
The
Failure
of
Independent
    
       
  
           
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 22）22〔２０１１．５〕
Liberalism
,
193
  
      
 
   0  -  1941
    ,
N
ew
York:
Putnam
,
1971
 
 
  
      
   
  
 
    
が
優
れ
て
い
る
。
（
　
）　
中
谷
彪
「
訳
者
あ
と
が
き
」『
地
域
社
会
と
教
育
』［
前
掲
書
］、
一
四
七
頁
。
１４
（
　
）　Law
rence
A
.
C
rem
in,
   
       
 
 
   
 
 
Public
E
ducation
       
       ,
N
ew
York:
B
asic
B
ooks,
1976,
p.
19
 
 
  
      
 
   
  
     
     
  
  .  
１５
（
　
）　
学
生
非
暴
力
調
整
委
員
会
（
Ｓ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）
や
民
主
社
会
を
求
め
る
学
生
同
盟
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
は
、
参
加
民
主
主
義
（participatory
      
  
   
１６dem
ocracy
   
      
）
の
実
践
に
力
を
入
れ
た
。C
layborne
C
arson,
Jr.,
 
 
        
      
    In
Struggle:
SN
C
C
and
the
B
lack
A
w
ak
     
    
 
  
 
 
      
   
 
    
 
  ening
of
the
1960
   
    
 
      s  ,  
C
am
bridge,
M
A
:
H
arvard
U
niversity
Pr
 
  
   
   
 
 
 
 
        
  
        ess,
1982
    
    
や
、
自
身
Ｓ
Ｄ
Ｓ
の
初
代
議
長
で
も
あ
っ
た
ギ
ト
リ
ン
（Todd
G
itlin
      
   
）
のThe
 
   
Sixties:
Years
of
H
ope,
D
ays
of
Rag
  
    
        
 
    
 
      
   e  ,
N
ew
York:
B
antam
,
1987
 
 
  
      
 
   
 
 
    
［
疋
田
三
良
・
向
井
俊
二
訳
『
六
十
年
代
ア
メ
リ
カ
─
希
望
と
怒
り
の
日
々
』
彩
流
社
、
一
九
九
三
年
］
な
ど
を
参
照
。
（
　
）　
第
二
次
大
戦
後
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
」
の
変
容
を
理
解
す
る
に
は
、Robert
J.
Sam
uelson,
 
     
  
   
   
   
The
G
ood
Life
and
Its
     
              
 
１７Discontents:
The
A
m
erican
D
ream
in
t
 
 
    
  
 
     
 
   
    
    
  
  he
A
ge
of
E
ntitlem
en
   
     
 
     
  t  ,  1945
    -  1995
    ,
N
ew
York:
Tim
es
B
ooks,
1995
 
 
  
      
  
    
     
    
は
欠
か
せ
な
い
。
「
合
意
」
の
動
揺
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
著
作
、
論
文
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、D
aedalus
 
     
 
誌
一
九
八
〇
年
夏
号
特
集The
E
nd
of
 
    
     
C
onsensus
 
         ?  
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。
八
〇
年
代
以
降
の
「
ド
リ
ー
ム
」
格
差
を
教
育
機
会
・
学
校
選
択
と
の
関
連
で
考
え
る
に
は
、M
artin
 
     
Pedro
A
.
N
oguera,
       
 
 
       
C
ity
Schools
and
the
A
m
erican
D
ream
:
 
               
   
 
   
    
    
 
Reclaim
ing
the
Prom
ise
of
Public
E
d
    
 
 
   
      
 
    
       
 ucatio
     n  ,
N
ew
York:
 
 
  
      
Teachers
C
ollege
Press,
2003
          
            
    
、H
eather
B
eth
Johnson
 
   
    
  
        ,  
The
A
m
erican
D
ream
and
the
Pow
er
of
     
 
   
    
    
      
     
     
W
ealth:
C
hoosing
Schools
 
     
 
     
         
and
Inheriting
Inequality
in
the
Lan
           
          
  
  
     d
of
O
pportunit
    
 
     
  y  ,
N
ew
York:
Routledge
&
K
egan
Paul,
 
 
  
      
          
  
          2006
    
な
ど
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
（
　
）　
例
え
ば
、Shirley
H
.
E
agle,
“D
ecision
M
aking:
 
  
 
   
 
 
   
 
  
   
 
   
   
  
The
H
eart
of
Social
Studies
Instruct
     
    
  
    
 
  
  
      
   ion,”
    Social
E
ducation
    
 
 
       ,
vol.
24,
 
       
１８1960,
pp.
30
     
   
  1  -  306
   
、Louis
E
.
Raths,
M
errill
H
arm
in,
and
 
   
  
 
   
  
 
     
 
   
 
 
    Sidney
B
.
Sim
on
  
     
 
  
  ,  
Values
and
Teaching:
W
orking
w
ith
V
   
             
  
 
    
   
    alues
  
   
in
the
C
lassroo
 
  
   
 
     m  
,
Second
edition,
C
olum
bus:
C
harles
 
           
  
 
  
 
    
 
    
  E
.
M
errill,
1978
(1966)
 
 
 
                 
［
遠
藤
昭
彦
監
訳
『
道
徳
教
育
の
革
新
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
一
年
］
を
参
照
。
ま
た
、Sidney
B
.
Sim
on,
Leland
W
.
H
ow
e,
and
 
 
     
 
  
   
   
    
 
 
  
  
   
H
ow
ard
K
irschenbaum
,
  
  
     
 
         
 
Values
C
larification:
   
    
 
   
     
A
H
andbook
of
Practical
Strategies
f
 
  
          
        
  
  
  
   or
Teachers
and
Student
                 
    s,
N
ew
York:
H
art
Publishing
C
om
pany,
 
 
  
      
 
   
       
   
  
     
1972
    
、Leland
W
.
 
  
    
 
H
ow
e
and
M
ary
M
artha
H
ow
e,
 
  
  
    
 
    
 
   
  
 
  
  
Personalizing
E
ducation:
Values
C
lar
          
  
 
        
   
   
 
 
 ification
and
B
eyond
  
     
    
 
     ,  
N
ew
York:
A
&
W
 
  
 
     
 
 
 
 
 
 
Publishers,
1975
          
    
も
重
要
な
文
献
で
あ
る
。「
価
値
の
明
確
化
（value
clarification
   
    
   
    
）」
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
価
値
づ
け
過
程
（valuing
   
 
  
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 23）23〔２０１１．５〕
process
       
）
を
通
じ
て
学
習
者
に
自
身
の
価
値
位
置
に
関
す
る
反
省
的
思
考
を
学
習
さ
せ
る
方
法
を
重
視
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
反
省
的
思
考
の
強
調
は
、
価
値
の
相
対
主
義
的
・
非
判
断
的
哲
学
を
示
唆
し
、
そ
の
非
判
断
的
性
格
ゆ
え
に
価
値
の
個
人
的
な
評
価
を
促
進
さ
せ
る
技
術
的
要
素
の
開
拓
は
評
価
で
き
て
も
、
ト
ー
タ
ル
な
市
民
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
と
の
批
判
も
あ
る
（M
ary
Jane
Turner,
“C
ivic
E
ducation
i
 
                
  
 
 
  
         n
the
U
nited
States,”
in
D
erek
H
eate
  
   
       
 
    
  
      
   
r
and
Judith
A
.
G
illespie,
eds.
             
 
 
  
   
 
    ,
Political
        
E
ducation
in
Flu
 
         
   
x  ,
London:
Sage,
1981,
p.
69.
 
       
     
     
  
   
）。
（
　
）　Law
rence
K
ohlberg
“M
oral
D
evelopm
ent
   
       
   
      
    
 
    
  
   
and
the
N
ew
Social
Studies,”
     
   
  
     
 
  
  
   Social
E
ducation
    
 
 
       ,
vol.
37,1973,
pp.
369
 
       
    
   
   -  375
   
１９を
参
照
。
コ
ー
ル
バ
ー
グ
は
、
従
来
、
道
徳
の
内
容
で
は
な
く
、
道
徳
の
構
造
（
推
論
が
現
れ
る
形
態
の
抽
象
を
代
表
す
る
段
階
）
に
関
心
を
置
い
て
き
た
が
、
後
に
彼
は
こ
の
立
場
を
修
正
し
、
道
徳
的
推
論
の
認
知
構
造
に
対
す
る
関
心
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
主
的
過
程
の
基
礎
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
安
定
を
も
た
ら
す
価
値
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
そ
の
社
会
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
道
徳
的
な
争
点
へ
の
関
心
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
公
式
、「
隠
れ
た
」
を
問
わ
ず
）
を
通
じ
て
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
（Law
rence
K
ohlberg,
“Revisions
in
the
   
       
   
    
     
 
    
  
 
Theory
and
Practice
of
M
oral
D
evelo
                      
 
    
 
    
pm
ent,”
in
  
      
 
W
.
D
am
on,
ed.,
 
 
 
  
   
    N
ew
D
irections
for
C
hild
D
evelopm
ent
 
  
  
 
        
   
     
    
  
   :
M
oral
D
evelopm
en
  
    
 
    
  
  t  ,
San
Francisco:
Jossey-B
ass,
1978,
           
   
       
    
     
pp.
84
   
  -  
85.
   
）。
コ
ー
ル
バ
ー
グ
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ラ
イ
ン
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
一
九
六
九
年
に
設
け
ら
れ
た
学
校
内
学
校
（schools
w
ithin
schools
      
  
   
       
）
を
、
彼
が
考
え
る
「
道
徳
的
発
達
」
の
洗
練
さ
れ
た
具
体
的
現
れ
と
し
て
の
公
正
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（just
com
m
unity
school
 
  
   
 
           
）
の
先
例
と
し
て
、
そ
の
生
徒
自
治
を
学
校
運
営
の
柱
と
す
る
学
校
民
主
主
義
を
主
唱
し
て
も
い
る
（Law
rence
K
ohlberg
and
Ralph
L.
   
       
   
           
    
M
osher
 
     ,  
The
B
rookline-C
am
bridge
M
oral
E
duca
     
        
  
   
    
    
 
    tion
Project:
A
Report
to
the
D
anfor
        
    
       
 
  
   
   
 th
Foundation
of
The
Second
Year,
 
             
                
197
   5  -  6  ,
C
am
bridge,
M
A
:
H
arvard
G
raduate
Sc
 
 
  
   
   
 
 
 
 
        
      
   hool
of
E
ducation,
1976;
Law
rence
K
o
    
  
 
        
     
   
       
 hlberg,
“H
igh
School
D
em
ocracy
  
    
  
 
        
 
  
       
and
E
ducating
for
a
Just
Society,”
i
     
         
        
    
 
   n
Ralph
L.
M
osher,
ed.,
    
    
 
      
    M
oral
E
ducation:
A
First
G
eneration
 
    
 
        
 
   
  
 
         of
Research
and
  
             
D
evelopm
en
 
    
  
  t  ,
N
ew
York:
Praeger
Publishers,
1980
  
  
      
                  
    ,
C
hapter
1.
 
 
    
    
）。
し
か
し
、
現
場
の
教
師
に
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
隠
さ
れ
た
「
忍
び
寄
る
道
徳
発
達
主
義
」
に
懐
疑
的
な
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
（A
ndrew
G
arrod
and
Robert
H
ow
ard,
“M
a
 
     
  
                
 
  
    
  
 king
M
oral
Youth:
  
   
    
    
 
A
n
E
ssay
Review
,”
 
   
         
 
  H
arvard
E
ducational
Revie
 
        
         
    
w  
,
vol.
60,
1990,
pp.
513
 
       
     
   
   -  527.
    
）。
ブ
ル
ッ
ク
ラ
イ
ン
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
Sara
Law
rence
Lightfoot,
        
        
      The
G
ood
H
igh
School:
Portraits
of
C
     
     
 
             
      
 
haracter
and
C
ultur
      
       
    e  ,
N
ew
York:
B
asic
B
ooks,
1983
 
 
  
      
 
   
  
     
    
が
才
気
に
溢
れ
、
優
れ
て
い
る
。
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 24）24〔２０１１．５〕
（
　
）　E
dw
in
Fenton,
 
  
 
     
  
Teaching
the
N
ew
Social
Studies
in
S
      
   
   
  
     
 
  
  
   
  econdary
Schools:
A
n
Inductive
A
ppro
                
 
            
    ac   h  ,
N
ew
York:
H
olt,
 
 
  
      
 
   
２０Rinehart
and
W
inston,
1966
  
     
     
 
  
  
    
、E
dw
in
Fenton,
 
  
 
     
  
The
N
ew
Social
Studies
     
  
     
 
  
  
 ,
N
ew
York:
H
olt,
Rinehart
and
W
inst
 
 
  
      
 
   
  
     
     
 
  on,
1967
  
    
を
参
照
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
の
社
会
科
教
育
に
お
け
る
「
ス
キ
ル
」
強
調
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、H
elen
M
cC
racken
C
arpenter,
“Skills
 
  
   
  
        
      
  
     
 
for
D
em
ocratic
C
itizenship
in
the
19
 
   
  
        
  
     
  
  
    60’s,”
in
H
.
M
.
C
arpenter,
ed.,
   
   
  
 
 
 
 
      
  
    Skill
D
evelopm
ent
in
Social
Studies
    
 
    
  
   
 
     
 
  
  
 ,
W
ashington,
 
 
    
  
  
D
.C
.:
N
ational
C
ouncil
for
the
Socia
 
 
   
      
 
       
   
      
l
Studies,
1963,
pp.
 
  
  
  
     
   
1  -  17   
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
　
）　
拙
稿
「『
公
的
争
点
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
』
と
市
民
教
育
」
前
掲
論
文
。
２１
（
　
）　Fred
M
.
N
ew
m
ann,
     
 
 
 
  
 
    
E
ducation
for
C
itizen
A
ction:
C
halle
 
        
 
  
 
  
   
 
     
 
    nge
for
Secondary
School
    
 
  
          
      s,
B
erkeley,
C
A
:
M
cC
utchan
 
 
     
  
 
 
 
 
  
  
    
２２Publishing
C
orp.,
1975
       
  
 
     
    
、Fred
M
.
N
ew
m
ann
et
al.,
 
    
 
 
 
  
 
    
  
   
Skills
in
C
itizen
A
ction:
A
n
E
nglish
     
 
 
 
  
   
 
     
 
  
 
     -Social
Studies
Program
for
 
   
 
  
  
  
       
 
 
  
Secondary
School
                s,
M
adison,
W
I:
C
itizen
Participation
 
 
   
   
 
  
 
  
         
    
C
urriculum
Project,
U
niversity
of
W
  
    
  
 
     
    
  
        
 
isconsin,
1977
 
     
 
    
な
ど
を
参
照
。
（
　
）　Jam
es
P.
Shaver
and
A
.
G
uy
Larkins,
   
     
            
 
 
        
  
D
ecision-M
aking
in
a
D
em
ocracy
 
   
 
  
   
   
    
  
      ,
B
oston:
H
oughton
M
ifflin,
1973.
 
 
   
  
 
     
   
   
 
     
２３
（
　
）　Jam
es
P.
Shaver
and
W
illiam
Strong,
   
     
            
    
   
    
Facing
Value
D
ecisions:
Rationale-B
u
    
     
   
   
 
   
       
 
 ilding
for
Teacher
   
   
         s  ,
Second
edition,
N
ew
 
           
  
 
  
 
２４York:
Teachers
C
ollege,
C
olom
bia
U
ni
     
          
      
 
  
 
  
  
  versity,
1982
[1976]
      
           .  
（
　
）　Ibi
   d.,
pp.
15
     
  1  -  154.
    
２５
（
　
）　W
alter
Lippm
an,
 
       
  
   
Public
O
pinion
       
  
 
 ,
N
ew
York:
H
arcourt,
B
race
and
C
om
p
 
 
  
      
 
         
          
  
 any,
1922,
p.
85
    
     
  
  
［
掛
川
ト
ミ
子
訳
『
世
論
（
上
）』
２６岩
波
書
店
（
岩
波
文
庫
）、
一
九
八
七
年
、
二
〇
八
頁
］.  
（
　
）　W
ashington
U
niversity,
 
    
  
   
  
      
Political
Science:
A
D
epartm
ental
G
u
       
   
    
 
  
     
   
 
 
 ide
for
U
ndergraduat
 
   
   
           e,
p.
1.
 
  
  
２７
（
　
）　Richard
M
erelm
an,
“A
C
ritique
of
M
or
  
      
    
   
  
  
   
     
 
  al
E
ducation
in
the
Social
Studies,”
  
 
         
  
      
 
  
  
   Journal
of
M
oral
E
ducation
       
  
 
    
 
       ,
vol.
8,
 
      
２８1978,
p.
188
     
  
   .  
（
　
）　Ibi
   d.,
pp.
18
     
  6  -  187.
    
２９
（
　
）　
①realism
 
     
（
客
観
的
現
象
と
主
観
的
現
象
の
混
同
）、
②artificailism
 
       
 
（
社
会
的
・
自
然
的
現
象
は
超
自
然
的
な
力
に
帰
因
す
る
と
の
考
３０え
）、
③dynam
ism
 
    
 
 
（
因
果
関
係
づ
け
が
、
超
自
然
的
・
人
格
的
に
行
わ
れ
る
）、
④anim
ism
 
  
 
 
（
神
人
同
形
観
）
を
特
徴
と
す
る
（Richard
  
     
M
.
M
erelm
an,
“The
D
evelopm
ent
of
Pol
 
 
 
    
   
     
 
    
  
   
  
   itical
Ideology:
A
Fram
ew
ork
for
the
    
     
   
 
 
    
  
    
 
  
 
 
A
nalysis
of
Political
Socialization
 
 
   
  
 
  
       
    
      ,”   
A
m
erican
Political
Science
Revie
 
 
   
          
   
        
w  
,
vol.
63,
1969,
pp.
750
 
       
     
   
   -  767.
    
）。
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 25）25〔２０１１．５〕
（
　
）　
例
え
ば
、
以
下
の
論
文
を
参
照
。N
orah
Rosenau,
“The
Sources
of
C
hild
 
             
               
 
   ren’s
Political
C
oncepts:
A
n
A
pplica
    
        
 
      
 
 
   
     tion
of
      
３１Piaget’s
Theory,”
in
D
avid
C
.
Schw
ar
  
              
  
   
  
 
    
  tz
and
Sandra
K
.
Schw
artz,
eds.,
 
             
 
    
   
 
     N
ew
D
irections
in
Political
Socializ
 
  
  
 
        
        
    
  ation
    ,
N
ew
 
 
  
 
York:
Free
Press,
1975,
pp.
18
     
           
     
   
  0  -  182.
    
（
　
）　
エ
イ
デ
ル
ソ
ン
（Joseph
A
delson
        
   
  
）
も
「
青
年
期
」
に
か
け
て
訪
れ
る
認
知
構
造
の
変
化
に
着
目
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
般
化
と
分
３２化
の
一
つ
の
連
続
的
な
過
程
を
通
じ
て
子
ど
も
の
思
考
能
力
は
拡
大
し
、
そ
の
結
果
、
①
抽
象
原
理
の
自
由
な
運
用
、
②
時
間
的
展
望
の
拡
大
、
③
社
会
中
心
主
義
の
発
達
、
④
知
的
推
論
（
演
繹
的
、
費
用
＝
便
益
的
、
因
果
関
係
的
）
の
発
達
、
⑤
政
治
的
知
識
の
増
大
、
⑥
自
己
利
益
／
物
理
力
に
基
づ
く
道
徳
性
か
ら
道
徳
原
理
（
相
互
性
の
尊
重
、
共
感
、
公
正
、
人
類
愛
）
の
運
用
力
の
拡
大
、
⑦
権
威
に
対
す
る
批
判
的
評
価
態
度
の
発
達
、
⑧
ユ
ー
ト
ピ
ア
志
向
の
高
ま
り
と
社
会
的
批
判
力
［
貧
困
、
不
平
等
な
ど
］
を
発
達
さ
せ
る
と
言
う
（Joseph
A
delson,
        
   
   
“The
Political
Im
agination
of
the
Yo
            
  
   
       
 
    ung
A
dolescent,”
     
   
       D
aedalus
 
     
 ,
vol.
100,
no.
4,
Spring
1971,
pp.
 
        
   
  
    
       
   
1013
    -  1050.
     
）。
（
　
）　M
erelm
an,
“The
D
evelopm
ent
of
Politi
 
    
   
      
    
  
   
  
    cal
Ideology,”
   
     
    op.
cit
   
  .,
p.
756.
    
    
３３
（
　
）　Ibi
   d.,
p.
753
    
   .  
３４
（
　
）　
こ
の
点
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
優
れ
た
著
作
で
あ
る
、D
esm
on
K
ing,
 
   
    
 
  
M
aking
A
m
ericans:
Im
m
igration,
Race,
 
   
   
 
   
    
  
 
 
      
     
and
the
     
  
３５Origins
of
the
D
iverse
D
em
ocrac
 
  
 
    
 
   
 
      
  
     y  ,
C
am
bridge,
M
A
:
H
arvard
U
niversity
 
 
  
   
   
 
 
 
 
        
  
      Press,
2000
      
    
、W
alter
Feinberg
 
        
    ,  
C
om
m
on
Schools/
 
  
 
           
U
ncom
m
on
Identities:
N
ational
U
nity
 
    
 
            
 
      
 
    and
C
ultural
D
ifferenc
     
      
 
  
    e  ,
N
ew
H
aven:
Yale
U
niversity
Press,
 
 
  
  
     
   
  
  
            
1998
    
を
読
め
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
公
立
学
校
が
「
市
民
権
教
育
」
に
成
功
し
て
き
た
か
ど
う
か
は
、
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
グ
リ
ア
（C
olin
G
reer
 
     
    
）
の
以
下
の
論
文
を
参
照
。C
olin
G
reer,
“Public
Schools:
The
M
y
 
     
     
             
 
     
 th
of
the
M
elting
Pot,”
 
   
 
   
   
       Saturday
Review
   
         
 
,
N
ovem
ber
15,
 
 
    
       
1969,
pp.
8
     
   
 4  -  86
&
102
    
    -  103
   
、C
olin
G
reer,
 
     
     
The
G
reat
School
Legend:
A
Revisioni
     
    
      
       
 
     
 
  st
Interpretation
of
A
m
erican
Public
 
   
     
      
 
 
   
         
E
ducatio
 
      n  ,
N
ew
York:
B
asic
B
ooks,
1972,
C
hapt
 
 
  
      
 
   
  
     
     
 
    er
5
   .  
（
　
）　
欧
州
評
議
会
は
、「
一
九
九
七
年
に
Ｅ
Ｄ
Ｃ
（
民
主
的
市
民
権
の
た
め
の
教
育
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
ベ
ス
ト
３６プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
、
枠
組
み
の
発
展
を
掲
げ
た
」（
小
川
有
美
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
主
主
義
と
市
民
教
育
」
山
口
二
郎
・
宮
本
太
郎
・
小
川
有
美
編
『
市
民
社
会
民
主
主
義
へ
の
挑
戦
─
ポ
ス
ト
「
第
三
の
道
」
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
八
六
頁
）。
そ
の
提
言
『
民
主
的
市
民
権
の
た
め
の
教
育
の
基
本
概
念
と
鍵
能
力
（C
oncepts
de
base
et
com
pétences-clés
 
      
           
   
   
     
 
 
de
l’
éducation
à
la
                  
 
citoyenneté
dém
ocratiqu
         
    
       e  ,
septem
bre
1999,
D
E
C
SE
D
U
/C
T
(99)53
 
    
 
         
 
 
 
  
 
 
  
        
』
も
、
民
主
的
市
民
権
の
⑴
認
知
能
力
、
⑵
倫
理
的
能
力
及
び
価
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 26）26〔２０１１．５〕
値
選
択
能
力
、
⑶
行
動
能
力
を
重
視
し
て
い
る
点
で
は
一
九
七
六
年
提
言
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
リ
ス
タ
ー
の
そ
の
後
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
、
国
際
理
解
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、Ian
Lister,
“C
onscientisation
and
Po
 
     
 
  
  
     
              litical
Literacy,”
in
Peter
L.
M
cLau
     
          
    
    
 
    ren
and
        
C
olin
Lankshear,
eds.,
 
              
     Politics
of
Liberation:
Paths
from
F
         
  
       
   
     
  reir
   
e  ,
London:
Routledge
&
K
egan
Paul,
19
 
       
          
  
            94   
、Ian
Lister,
 
     
 
  
“E
ducating
beyond
the
N
ation,”
  
                
   
      International
Review
of
E
ducatio
   
        
    
 
   
 
      n  ,
vol.
41,
no.
1
 
       
   
 -  2,
1995,
pp.
109
  
     
   
   -  118
   
を
参
照
。
ま
た
、
一
九
九
七
年
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を
知
る
に
は
、C
ésar
B
îrzéa,
“A
ll-E
uropean
Study
on
 
      
 
    
  
  
          
     
Policies
for
E
ducation
for
      
   
   
         
  
D
em
ocratic
C
itizenship
(E
D
C
):
Synthe
 
  
        
  
     
   
 
 
  
    
 sis
of
E
D
C
Policies
in
E
urope,”
  
   
 
 
 
      
   
  
       E
ducation
for
D
em
ocratic
C
itizenship
 
         
   
  
        
  
     
A
ctivities
  
     
 :  
200
   1  -  2004.
D
G
IV
/E
D
U
/C
IT,
2003,
18,
pp.
     
 
 
  
  
 
 
  
   
     
   
   
3  -  31   
が
優
れ
て
い
る
。
（
　
）　
ク
リ
ッ
ク
報
告
書
に
結
実
す
る
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
（B
ernard
C
rick,
192
 
        
  
  
   9  -  2008
    
）
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
比
較
的
初
期
の
市
民
教
育
３７論
に
つ
い
て
は
、B
ernard
C
rick
and
D
erek
H
eater
 
        
  
       
      
   
 ,  
E
ssays
on
Political
E
ducation
 
                
 
       ,
Ringm
er:
Falm
er
Press,
1977
 
  
  
   
   
         
    
所
収
の
ク
リ
ッ
ク
論
文
、
ま
たB
ernard
C
rick
and
A
lex
Porter,
eds.,
 
        
  
       
 
      
  
     Political
E
ducation
and
Political
Li
       
 
                   
  teracy
     ,
London:
Longm
an,
 
       
     
   
1978
    
を
参
照
。
ク
リ
ッ
ク
報
告
書
以
後
の
ク
リ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
レ
の
学
問
的
・
実
践
的
な
挑
戦
・
展
望
を
知
る
に
は
、A
ndrew
Lockyer,
 
     
         
B
ernard
C
rick,
and
John
A
nnette,
eds
 
        
  
  
          
      
   .  ,
E
ducation
for
D
em
ocratic
C
itizenshi
  
         
   
  
        
  
     p:
Issues
of
Theory
and
Practic
 
         
                 e  ,
A
ldershot:
 
 
 
       
A
shgate,
2003
 
     
 
    
、B
ernard
C
rick
and
A
ndrew
Lockyer,
ed
 
       
 
  
  
    
 
     
 
        
  s.,
   
A
ctive
C
itizenship:
W
hat
C
ould
it
A
c
 
     
 
  
     
 
 
   
 
   
 
  
 
 hieve
and
H
ow
?
  
   
    
 
  
  
E
dinburgh:
E
dinburgh
U
niversity
Pres
 
  
      
 
  
       
  
          s,
2010
  
    
が
良
い
。
（
　
）　C
om
m
ission
on
the
Future
of
M
ulti-E
t
 
  
 
 
  
      
     
     
 
    
 hnic
B
ritain,
  
  
    
 
The
Future
of
M
ulti-E
thnic
B
ritain:
       
     
 
    
 
  
  
    
 
Report
of
the
C
om
m
ission
      
  
 
   
  
 
 
  
  
３８on
the
Future
of
M
ulti-E
thnic
B
ritai
    
     
     
 
    
 
  
  
    n,
London:
Runnym
ede
Trust,
2000,
p.
 
       
      
               
  
ix  .  
（
　
）　M
inistère
de
l’E
ducation
N
ationale,
 
 
 
 
        
         
      
 
H
istoire,
G
éographie,
E
udcation
C
ivi
 
 
 
 
  
 
        
 
 
         
 
 que:
Program
m
es
et
accom
pagnem
en
   
       
 
     
     
      
  t  ,
Paris:
     
 
３９Centre
N
ationale
de
la
D
ocum
entation
 
   
   
      
     
  
    
   
   
Pédagogiue,
1998
         
  
    
を
参
照
。
（
　
）　
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
文
化
的
多
様
性
と
市
民
教
育
に
つ
い
て
は
以
下
が
簡
に
し
て
要
を
得
て
い
る
。A
udrey
O
sler
and
H
ugh
 
       
  
       
    
４０Starkey,
“C
itizenship
E
ducation
and
  
     
  
  
     
  
            C
ultural
D
iversity
in
France
and
E
ng
 
      
 
 
       
             
  land,”
in
Jack
D
em
aine,
ed.,
 
     
       
  
  
  
    C
itizenship
and
 
  
     
     
Political
E
ducation
Toda
       
 
            y  ,
N
ew
York:
Palgrave
M
acm
illan,
2004
 
 
  
      
   
      
   
  
  
    ,
pp.
 
   
1  -  23.
   
（
　
）　
例
え
ば
、M
aurice
Levitas,
 
    
         
M
arxist
Perspectives
in
the
Sociolog
 
    
 
             
  
      
 
 y
of
E
ducatio
    
 
      n  ,
London:
Routledge
&
K
egan
Paul,
19
 
       
          
  
            74   
４１を
参
照
。
ま
た
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
ア
ッ
プ
ル
（M
ichael
W
.
A
pple
 
 
    
 
 
 
   
）
ら
を
代
表
と
す
る
批
判
的
教
育
学
（critical
pedagogy
    
  
        
）
の
ラ
市民教育の政治学
（阪大法学）６１（１ - 27）27〔２０１１．５〕
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に
も
強
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ア
ッ
プ
ル
のIdeology
and
C
urriculum
 
    
        
    
  
 
,
Second
ed.
N
ew
York:
Routledge
&
 
          
 
  
      
          
 
K
egan
Paul,
1990
 
              
、E
ducation
and
Pow
e
 
               
 r  ,
Second
ed.
N
ew
York:
Routledge
&
K
 
          
 
  
      
          
  
egan
Paul,
1995
              
、The
State
and
the
 
     
 
      
  
Politics
of
K
now
ledg
         
 
   
 
  e  ,
N
ew
York:
Routledge
&
K
egan
Paul,
 
 
  
      
          
  
          2003
    
な
ど
を
参
照
。
（
　
）　
例
え
ば
、Raym
ond
Ryba,
“D
eveloping
the
E
urope
 
   
         
  
    
  
   
   
     an
D
im
ension
in
E
ducation:
The
Roles
    
 
    
   
  
        
       
 
of
the
E
uropean
U
nion
   
 
   
         
  
  
４２and
the
C
ouncil
of
E
urope,”
in
E
liza
     
   
        
 
        
  
   beth
Sherm
an
Sw
ing,
Jürgen
Schriew
er
   
      
     
 
  
            
 
  
and
François
O
rivel,
eds.,
            
  
  
        Problem
s
and
     
 
      
Prospects
in
E
uropean
E
ducaio
        
  
  
         
     
n  ,
W
estport,
C
T:
Praeger,
2000,
pp.
2
 
 
   
     
  
        
     
   
 4  4  -  261
   
、C
hristine
Roland-Lévy
and
A
listair
R
 
   
       
   
         
   
 
  oss,
    
eds.,
     Political
Learning
and
C
itizenship
i
       
      
       
  
     
  n
E
urop
  
    e  ,
Stoke
on
Trent:
Trentham
B
ooks,
20
 
  
                 
  
  
     
  03   
［
中
里
亜
夫
・
竹
島
博
之
監
訳
『
欧
州
統
合
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
─
新
し
い
政
治
学
習
の
試
み
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
六
年
］
な
ど
を
参
照
。
な
お
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
権
」
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
次
の
優
れ
た
論
文
集
が
有
益
で
あ
る
。K
laus
E
der
and
B
ernhard
G
iesen,
eds.
 
 
    
         
         
 
    
    ,  E
uropean
C
itizenship
 
         
  
     
 
betw
een
N
ational
Legacies
and
Postna
   
     
      
      
          
 tional
Project
     
    
  s,
O
xford:
O
xford
U
niversity
Press,
2
 
 
  
   
 
  
    
  
            
 001.
    
（
　
）　
さ
し
あ
た
り
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
。Penny
E
nslin,
“E
ducation
and
D
em
ocra
 
      
     
  
             
  
    tic
C
itizenship:
In
    
  
     
 
   
４３Defence
of
C
osm
opolitanism
,”
in
M
al
 
  
      
 
   
     
  
 
   
  
  
Leicester,
C
elia
M
odgil,
and
Sohan
M
   
   
  
 
     
     
           
odgil,
eds.,
     
     E
ducation,
C
ulture
and
Values,
 
        
 
             
   
Volum
e
VI,
Politics,
E
ducation
and
C
   
 
     
       
 
             
itizenshi
  
     p,
London:
Falm
er
Press,
2000,
pp.
14
 
       
   
         
     
   
  9  -  156
   
、M
artin
C
arnoy
and
D
iana
 
      
           
 
   
Rhoten,
“W
hat
D
oes
G
lobalization
M
ea
    
  
  
   
 
     
 
          
  n
for
E
ducational
C
hange?:
A
C
om
para
   
   
         
 
       
 
  
  
    tive
A
pproach,”
     
         C
om
parative
E
ducation
 
  
         
        
Revie
    
w  
,
vol.
46,
2002,
pp.
 
       
     
   
1  -  9.   
（
　
）　J.
P.
N
aik,
  
  
 
  
 
E
quality,
Q
uality
and
Q
uantity:
The
 
     
 
 
    
      
     
 
    E
lusive
Triangle
in
Indian
E
ducatio
 
 
  
     
   
  
     
   
      n  ,
B
om
bay:
A
llied
Publishers,
 
 
  
    
 
  
            
４４1975,
pp.
6
     
   
 4  -  68.
   
論　　　説
（阪大法学）６１（１ - 28）28〔２０１１．５〕
